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委 員 会 構 成

総務教育常任委員会 議会広報常任委員会

◆鳥取県東部広域行政管理組合議会　

　議員　  前田　幸己

　議員　  尾島　　勲

◆鳥取県後期高齢者医療広域連合議会

　議員　  前田　幸己

◆監査委員　中村　美鈴　　　

委員長 山根張太郎

副委員長 緒方　陽紀

委　員 森　亜紀子

委　員 灘口　茂郎

委　員 岡嶋　正広

委　員 小原　徹也

委　員 奥田のぶよ

委員長 尾島　　勲

副委員長 中村　美鈴

委　員 矢部　啓祐

委　員 栄田　秀之

委　員 川西　　聡

委　員 川西美恵子

委　員 前田　幸己

町民課、福祉課、保健課、産業観光課、

農業委員会、地籍調査課、建設課及び

上下水道課の所管に属する事項

議会だよりの編集・発行、議会

ホームページの編集・掲載、議

会広報に必要な調査等を担当

議会の構成が決定しました
議長に  前田  幸己 議員　副議長に  奥田のぶよ 議員

副議長

奥田のぶよ

　4月 11 日の選挙後、初めての臨時会が 4月 28 日に開催され、議長、副議長の選出及び各

常任委員会の議会構成が決定しました。

　副議長に就任し責任の重

さに身の引き締まる思いです。

　議長を支え、厳正公平な

議会運営に努め、また議会

改革を着実に推進してまい

りたいと思います。

　町民の皆様方の、なお一

層の御指導・御鞭撻をお願

い申し上げます。

議　長

前田　幸己

　新緑がまぶしく風薫る今日この頃、

町民の皆様におかれましては、益 ご々

健勝のこととお慶び申し上げます。去る

４月28日に招集されました第３回臨時

会において、議員の皆様のご推挙によ

り、町議会議長の要職に就くことにな

りましたことは、誠に身に余る光栄であ

り、心より感謝申し上げます。議会運営

につきましては公正中立の立場を堅

持して行ってまいります。皆様の温かい

御指導、御鞭撻をお願いいたしまして

就任のあいさつといたします。　

産業福祉常任委員会

委員長 矢部　啓祐

副委員長 川西　　聡

委　員 山根張太郎

委　員 灘口　茂郎

委　員 川西美恵子

委　員 緒方　陽紀

委　員 奥田のぶよ

議会運営委員会

委員長 川西美恵子

委　員 山根張太郎

委　員 矢部　啓祐

副委員長 森　亜紀子

委　員 尾島　　勲

委　員 灘口　茂郎

出納室、税務課、総務課、選挙管理委員会、企画課、

男女共同参画センター、議会事務局、監査委員、

人権推進課及び教育委員会の所管に属する事項

おく  だまえ  た　　 ゆき  み

議会の運営、議長の諮問に関する事項等を担当
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　日常の地域活動での出会い

と経験を大切に、今後も情報発

信をして、開かれた身近な議会

を目指していきます。

森　亜紀子

・議会運営副委員長

・産業福祉常任委員

　人生１００歳時代シニアパ

ワー全開で新たな八頭町づく

りに取り組みます。

山根張太郎

・産業福祉常任委員長

・議会広報常任委員

・議会運営委員

　「子育て」や「高齢者」支援等

を中心に、皆様のご意見を伺い

ながら、女性の視点で笑顔輝く

八頭町を目指します。

中村　美鈴

・総務教育常任委員会

  副委員長

・監査委員

　“議員になることは手段であっ

て目的ではない”これを肝に銘

じ、議会改革・政策立案に取り

組んで参ります。

尾島　　勲

・総務教育常任委員長

・議会運営委員

　多くの方にご期待をお寄せ

頂き、身の引き締まる思いで一

杯です。一歩ずつ誠実に取り組

んで参ります。

矢部　啓祐

・議会広報常任委員長

・総務教育常任委員

・議会運営委員

　自分の足で歩き、町民の皆様

の声を聞き、町民の皆様に寄り

添って、新しい視点で町政に取

り組んで参ります。

灘口　茂郎

・産業福祉常任委員

・議会広報常任委員

・議会運営委員

　議会報告会及び意見交換会

等の開催により、町民の皆様に

とって身近な議会、信頼される

議会を目指します。

岡嶋　正広

・産業福祉常任委員

　みんなが住みたい町、住んで

よかったといわれる町づくり

を目指す。住民参加で住みよい

町づくりを。

栄田　秀之

・総務教育常任委員

　定例会で必ず一般質問を行

う、定例会後の執行部との懇親

会には出ない、身近で役に立つ

議員になるが信条。

川西　　聡

・議会広報常任委員会

  副委員長

・総務教育常任委員

　議長、副議長、他委員会の選出

決定が、事前に水面下で決まっ

たのか？また住民に閉ざされた

４年間に不安です。　

　議会運営委員長に就任しま

した。新しい議会体制の中で、

老若男女の声を町政に生かし

ていきたいと思います。

川西美恵子

・議会運営委員長

・総務教育常任委員

・議会広報常任委員

　魅力ある八頭町を次の世代

に残すため、変化を恐れること

なく取り組んでいきたいと思

います。

緒方　陽紀

・産業福祉常任委員会

  副委員長

・議会広報常任委員

（議席順）

もり　　　あ　 き　 こやま  ね ちょう た  ろうなか むら　      み  すず

お  しま　　　　いさおや　べ　　　けい すけなだ ぐち　　 しげ  お

おかじま　　 まさひろえい  だ　　　ひで ゆきかわ にし　　　　さとし

かわにし  み　 え　こお  がた　　 はる  き

小原　徹也

・産業福祉常任委員

お  はら　　 てつ  や
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115億 5,800万円

土木費（9.5％） 教育費（13.5％） 公債費（10.4％）

商工費（0.9％）

農林水産業費（11.2％）

依存財源　81.0% 

●町債　19億2,170万円
●国庫支出金

　11億1,827万
　6千円

●県支出金

　8億7,836万
　6千円

●地方譲与税など

　4億9,810万4千円

予備費
（0.4％）

消防費（2.9％） 災害復旧費（0.0％）

4,974万4千円13億
17万6千円

10億9,437万9千円 15億5,910万2千円 11億9,753万6千円

1億471万3千円 3億3,743万9千円 3千円

町道大江志子部線改良事業

1億104万円

（国庫支出金5,808万円、町債4,290万円）

継 続

　道路の安全な通行を確保するた

め、町道大江志子部線の法面などの

改良を行います。

【お問い合わせ】  建設課  ☎76-0206

船岡トレーニングセンター管理費

1億593万円

（町債7,590万円、使用料42万円、諸収入10万円）

継 続

　船岡トレーニングセンターの施設

管理を行います。令和3年度は、屋根

やトイレなどの大規模改修を行いま

す。

【お問い合わせ】  社会教育課  ☎84-1232

小学校改修事業

3億5,256万円

（国庫支出金529万円、町債1億5,830万円、繰入金7,500万円）

新 規

　令和3年度は、郡家西小学校の大規

模改修工事に着手します。

【お問い合わせ】  学校教育課  ☎84-1231

社会教育施設費

2億4,091万円

（町債2億2,660万円、使用料60万円、諸収入8万円）

継 続

　社会教育の拠点施設である八東体

育文化センターなどの施設管理を行

います。令和3年度は、旧安部小学校

を改修し、文化・芸術振興のための拠

点施設整備工事を行います。

【お問い合わせ】  社会教育課  ☎84-1232

反対討論 川西　　聡 議員

　マイナンバーカードの普及率２３％は個人情報漏洩の危惧を意味する。またデジタル機器をこなせな

い人が行政サービスから取り残される。関西事務所の予算が減額。区長文書配布業務の個人活用などで

反対する。
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令和3年度 一般会計予算
（歳入）　115億5,800万円

（歳出）　115億5,800万円

自主財源　19.0% 

総務費（12.1％） 民生費 （28.5％） 衛生費（9.8％）

●町税 12億6,306万1千円
●分担金・負担金 3,014万5千円
●使用料・手数料 6,727万5千円
●繰入金 5億9,285万1千円
●諸収入など 2億4,402万2千円

●地方交付税 49億4,420万円

議会費
（0.8％）
9,625万円 11億

3,351万
6千円

13億9,371万9千円 32億9,142万3千円

今年の注目事業
情報通信基盤整備事業

1億7,697万円

（町債5,360万円、繰入金280万円、財産収入3,019万円）

継 続

　ケーブルテレビや町のコミュニティ

チャンネル・高速インターネットなどの

情報通信サービスを提供するため、ふる

里の森に光ケーブルを敷設するととも

に、町内全域に敷設した光ケーブルの関

連施設の維持管理などを行います。

【お問い合わせ】  企画課  ☎76-0212

東部広域負担金

2億6,243万円
継 続

　安心・安全なまちづくりの推進、地

域住民の生命・財産の保全のため、鳥

取県東部広域行政管理組合が行う消

防士・救命士などの訓練育成、消防署

の増改築、消防車両の更新などの消

防業務に係る経費を負担します。

【お問い合わせ】  総務課防災室  ☎76-0203

新型コロナウイルスワクチン接種事業

6,359万円

（国庫支出金6,350万円）

新 規

　新型コロナウイルス感染症の感

染予防などを図るため、ワクチン接

種体制の整備・確保やワクチン接種

の実施を行います。

【お問い合わせ】  保健課  ☎72-3566

ごみ処理費

7億1,711万円

（町債4億6,900万円、繰入金620万円、手数料1,704万円）

継 続

　生活環境の保全を図るため、一般

家庭などから発生する可燃物や不燃

物などのごみの収集・運搬や処理を

行います。また、鳥取県東部広域行政

管理組合が行う可燃物処理施設の建

設に係る経費を負担します。

【お問い合わせ】  町民課  ☎76-0205

賛成討論 奥田のぶよ 議員

　第２次八頭町総合計画、後期基本計画、第２期八頭町総合戦略に基づいて計画を推進していく予算編

成になっている。郡家駅の南北通路の調査費が含まれていることは今後の展開に多いに期待できるもの

であり賛成する。
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10

令和3年度 特別会計予算を可決

国民健康保険特別会計

17億6,000万円

　国民健康保険加入者が病気やケガをした時に安

心して医療機関にかかることができるよう、相互扶

助によって運営を行う会計です。

介護保険特別会計

24億7,400万円
（前年度比  2億800万円 減） （前年度比  7,800万円 増）

　介護サービスの提供や介護予防事業の実施、

介護サービスに係る経費の給付などを行う会計

です。

後期高齢者医療特別会計

2億150万円

　75歳以上の方全員と65歳以上75歳未満で一定の

障がいがある方の医療を確保し、健康増進・福祉向

上を図るため、医療費の給付などを行う会計です。

簡易水道特別会計

2億7,800万円
（前年度比  320万円 増） （前年度比  1,100万円 増）

　水道水の供給と水道施設の管理・整備などを

行う会計です。

公共下水道特別会計

7億9,500万円
（前年度比  1億7,900万円 増）

　下水の処理と下水道管路や浄化センターの管

理・整備などを行う会計です。

農業集落排水特別会計

6億2,800万円
（前年度比  8,800万円 減）

　下水の処理と集落排水管路や処理場の管理・

整備などを行う会計です。

住宅資金特別会計

390万円
（前年度比  10万円 減）

　住宅新築・改修資金の貸付金の徴収などを行

う会計です。

宅地造成特別会計

750万円
（前年度比  170万円 減）

　宅地造成事業の運営と経理を行う会計です。

墓地事業特別会計

150万円
（前年度比  250万円 減）

　町営墓苑の管理・運営を行う会計です。

財産区特別会計

3,231万1千円
（前年度比  50万円 増）

　財産区（上私都財産区、市場・覚王寺財産区、

上津黒・下津黒財産区、篠波財産区、大江財産

区）の財産の管理・経理などを行う会計です。
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令和 3 年　第3回定例会  議員発議

（提案理由）

　本町の行政運営は、地方自治法の下に成り立

つ。町長たる行政の責任者が法律に基づく「契

約」に反する行為をした結果、「不作為」の事

実が明白である。また、間違えたことを町民に

謝罪していない。よって発議する。

　　　　　川西　　聡 議員

　裁判所の判決は「裁判費用は本町の負担」と

なっている。事の流れの責任は、元を作った町

長にあるということだ。町長は「説明責任が不

足だった」と言っている。それを実行しろとの

決議であり、当たり前の事だ。

　　　　　岡嶋　正広 議員

　住民訴訟を知り委託会社が差額分を負担、本

町はそれを受け取ったということは、町長は財

産管理を怠っていたことを認めたということで

あり町長の責任は大きい。

　町長は町民に対し説明と謝罪すべきであり本

案に賛成。

　　　　　尾島　　勲 議員

　議会は未来に繋がる町民の利益を熟慮し、可

とする議決を下した。また、裁判において原告

の訴えは退けられ、違法性は無いとの判決だ。

違法性の無い事件について謝罪する事は見当違

い。反対する。

　　　　　森　亜紀子 議員

　確かに、過ちは謝罪すべき。しかし主文を見

ていないので判断しかねる。

　今後はまた事故が起きないような安全対策が

先決。今回、これからの契約や監査のあり方に

一石が投じられた。

　現在謝罪に値すべきかどうかは疑問。

（提案理由）

　行政の責任者である町長には、町民に対して

不利益を被らせた責任がある。責任の取り方は

先の決議の内容通りだが、責任は本町の財務上

の瑕疵（落ち度）を質せなかった本町議会も免

れるものではない。よって発議する。

　　　　　岡嶋　正広 議員

　契約書では、町長の責任の範囲は保険の賠償

額を限度とするとある。被害者に支払った全額

のうち８４万円余は契約外である。

　契約外の部分を議会が認めたということ。町

民に説明し謝罪すべきである。本案に賛成する。

　　　　　小原　徹也 議員

　議会は、「執行者と議員の二元代表制だ」。採

決内容が、結果的に住民に不利益を与えた事は、

事実だ。この議案採決の時は、契約書を見て、

議決されていない。私は「議会が町民の皆様に

謝罪をするべき案件だ」と思い賛成する。

　　　　　尾島　　勲 議員

　町民に対し謝罪を行う時期は、この訴訟の影

響により委託条件が不利益なものとなり、町民

の地域公共交通及び子供たちの通学の足を奪い、

町民福祉の向上に多大な悪影響を及ぼした時だ。

反対する。

　　　　　森　亜紀子 議員

　過誤の議決とあったが、議会は多数決の原則

に従うべき。決まったことは議会の意思と定め

られており、成立した議決に従わなくてはなら

ないのが基本。「みんなのため」であるなら、

事故が起きない安全対策が求められる。

　　　　　栄田　秀之 議員

　このスクールバスの事故は保険金を超える部

分について、和解の条件として町長判断で請求

しないこととした。３月 19 日に判決は原告の

請求は却下されている。よって、本発議に反対

する。

賛成討論 賛成討論

賛成討論賛成討論

反対討論

反対討論

反対討論

反対討論

反対討論

◇議員発議第１号

八頭町長に謝罪と説明を求める決議

◇議員発議第２号

八頭町議会が町民に対して謝罪を行う決議

否決 否決

３月22日



8第65号 令和3年6月

件　　　　　名 提　　出　　者 理　　　由

○趣旨採択としたもの

丹比・八東地区まちづくり委員会活動

拠点の変更と整備に関する陳情書 

　地域における福祉活動の拠点づく

りの面では理解できますが、改修事業

費の課題が大きいので検討が必要な

ためです。

丹比地区まちづくり委員会

委員長　小谷　知載

他１名 

件　　　　　名 提　　出　　者 理　　　由

○継続審査としたもの

旧八東小学校プール跡地の活用に

関する陳情書

　町の空き施設利活用については、

他の施設との整合性を図る必要があ

ること、買収か借入かどうか、施設を整

備するのか等、利用計画の内容が明

瞭でないことから、なお慎重審査の必

要があるため。

夢工房こばちゃん

理事長　小林　幸男

件　　　　　名 提　　出　　者 理　　　由

○不採択としたもの

保育士の全面パート化につながる

短時間勤務保育士の活用促進では

なく、保育所職員の配置基準改善、

処遇向上のための必要な措置を求

める意見書の提出を求める陳情書

　本町内外における保育士の労働実

態が不明ですので意見書提出には及

びません。  

鳥取の保育を考える会　

会長　石井　由加利 

補正予算

令和３年　第１回臨時会 

　町長提出議案２件を審議し、原案どおり可決した。

◇令和２年度一般会計補正予算（第 12 号）

　一般会計の歳入・歳出予算総額にそれぞれ3,398

万円を追加し、１３４億６,４１４万円とするもの。

〈歳入〉

○国庫負担金 ３９７万円

○国庫補助金 ２,７３７万円

○県補助金 ２６４万円

〈主な歳出〉

○予防接種事業費 ５００万円

インフルエンザ予防接種

○新型コロナウイルスワクチン接種事業費

 ３,１３３万円

○雪害園芸施設等復旧対策事業費 ５２９万円

○除雪対策費 ４,５１１万円

◇令和２年度公共下水道特別会計補正予算(第３号)

　特別会計の歳入歳出予算総額にそれぞれ９,５６０

万円を追加し、７億５,６７０万円とするもの。

〈歳入〉

○国庫補助金 ５,０９０万円

○町債 ４,４７０万円

〈主な歳出〉

○郡家地区雨水排水対策事業費 ９,６７５万円

１月 29 日



9 第65号 令和3年6月

議案等議決結果議案等議決結果
（第1回臨時会・第2回定例会）（第1回臨時会・第2回定例会）

○全会一致で可決・認定したもの

件　　　　名 件　　　　名
議案等
番　号

議案等
番　号

第1回臨時会

第2回定例会

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

2

27

28

29

30

32

33

34

35

36

37

38

39

40

43

44

45

46

48

49

56

57

発議3

発議4

令和2年度八頭町一般会計補正予算（第12号） 令和2年度八頭町公共下水道特別会計補正予算（第3号）

令和2年度八頭町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）

令和2年度八頭町簡易水道特別会計補正予算（第4号）

令和2年度八頭町住宅資金特別会計補正予算（第2号）

令和2年度八頭町公共下水道特別会計補正予算（第4号）

令和2年度八頭町農業集落排水特別会計補正予算（第3号）

令和2年度八頭町介護保険特別会計補正予算（第3号）

令和2年度八頭町宅地造成特別会計補正予算（第1号）

令和2年度八頭町墓地事業特別会計補正予算（第2号）

令和2年度八頭町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

令和3年度八頭町簡易水道特別会計予算

令和3年度八頭町住宅資金特別会計予算

令和3年度八頭町公共下水道特別会計予算

令和3年度八頭町農業集落排水特別会計予算

令和3年度八頭町宅地造成特別会計予算

令和3年度八頭町墓地事業特別会計予算

八頭町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

令和2年度八頭町一般会計補正予算（第14号）

八頭町議会会議規則の一部改正

八頭町議会議員政治倫理条例の一部改正

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること（その1）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること（その2）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めること（その3）

町道の路線認定

町道の路線変更

八頭町新型コロナウイルス感染症対応利子補給基金
条例の制定

八頭町道路部分改良事業分担金徴収条例の制定

八頭町民間企業の宅地造成事業に伴う補助金交付
条例の一部改正

八頭町営住宅条例の一部改正

八頭町簡易水道事業給水条例の一部改正

八頭町介護保険条例の一部改正

債権の放棄（農業集落排水使用料債権）

八頭町辺地に係る総合整備計画

八頭町国民健康保険税条例の一部改正

ふるさと活性化基金設置条例の一部改正

八頭町地区福祉施設設置条例の一部改正

八頭町犯罪被害者等支援条例の制定

八頭町国民健康保険条例の一部改正

八頭町フルーツ総合センター条例の一部改正

八頭町姫路公園条例の一部改正

八頭町竹林公園条例の一部改正

八頭町ふる里の森条例の一部改正

押印省略の実施に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

八頭町公共下水道竹ノ下排水区雨水幹線の建設工事
委託に関する協定の一部を変更する協定締結

八頭町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部改正

八頭町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関
する基準等を定める条例の一部改正

八頭町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービス
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の一部改正

八頭町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正



10第65号 令和3年6月

令和３年度八頭町大江財産区

特別会計予算

丹比・八東地区まちづくり委員会活動拠点

の変更と整備に関する陳情書

旧八東小学校プール跡地の活用に関する

陳情書（継続審査に対する賛否）

八頭町長に謝罪と説明を求める決議

八頭町議会が町民に対して謝罪を行う決議

○賛否の分かれたもの

賛成「○」　、反対「╳」、趣旨採択に賛成「趣旨」で記載。

議案の採決は、谷本正敏議長を除く13人で行う。

件　　　　　名

議　席　番　号

議案等
番号

31

41

42

47

50

51

52

53

54

55

陳情1

陳情2

発議１

発議２

陳情3

可決

可決

可決

可決

可決

可決 

可決

可決

可決

可決

趣旨

採択

継続

審査

不採択

否決

否決

栄
田

　秀
之

下
田

　敏
夫

髙
橋
信
一
郎

尾
島

　
　勲

小
原

　徹
也

坂
根

　實
豊

岡
嶋

　正
広

中
村

　美
鈴

森

　亜
紀
子

小
林

　久
幸

小
倉

　一
博

川
西

　
　聡

奥
田
の
ぶ
よ

13121110987654321

結

　果

第2回定例会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○

○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○

○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○

○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○

○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○

○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○

○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○

趣

旨
 
趣

旨
 
趣

旨
 
趣

旨
 　

趣

旨
 
趣

旨
 
趣

旨
 
趣

旨
 　

趣

旨
 
趣

旨
 
趣

旨

○ ╳ ○ ○ ╳ ○ ╳ ○ ╳ ○ ○ ○ ○

╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳

╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳

╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳

令和２年度八頭町一般会計補正予算

（第13号）

令和３年度八頭町一般会計予算

令和３年度八頭町国民健康保険

特別会計予算

令和３年度八頭町介護保険特別会計予算

令和３年度八頭町後期高齢者医療

特別会計予算

令和３年度八頭町上私都財産区

特別会計予算

令和３年度八頭町市場、覚王寺財産区

特別会計予算

令和３年度八頭町上津黒、下津黒財産区

特別会計予算

令和３年度八頭町篠波財産区

特別会計予算

保育士の全面パート化につながる短時間勤

務保育士の活用促進ではなく、保育所職員

の配置基準改善、処遇向上のための必要な

措置を求める意見書の提出を求める陳情書

採

択

不
採
択



11 第65号 令和3年6月

▲　分別されるごみ収集ステーション

一

　
　般

　
　質

　
　問

こ

こ

が

聞

き

た

い

町
長
／
決
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
確
認
す
る

奥田のぶよ　議員

　
感
染
症
収
束
を
見
据
え
た
町

政
運
営
は
。

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
計
画
は
。

②
地
域
消
費
喚
起
等
、
経
済
対

策
事
業
は
。

③
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
。

④
財
政
へ
の
影
響
は
。

⑤
敬
老
会
、
成
人
式
の
開
催
方

法
、
変
更
点
は
。

①
16

歳
以
上
の
方
で
接
種
を
希

望
す
る
場
合
は
、
原
則
、
住
民

票
の
所
在
地
の
市
町
村
で
受
け

る
。
65

歳
以
上
に
な
る
高
齢
者

の
方
を
先
行
し
て
４
月
中
に
接

種
券
を
郵
送
し
、
４
月
下
旬
以

降
に
接
種
で
き
る
よ
う
準
備
し

て
い
る
。
集
団
接
種
と
個
別
接

種
で
申
し
込
み
は
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設

置
す
る
。
今
後
も
国
の
動
向
を

注
視
し
協
議
を
重
ね
る
。

②
商
工
会
と
連
携
し
、
効
果
的

な
対
策
を
検
討
す
る
。

③
可
能
な
限
り
押
印
の
廃
止
を

図
り
た
い
。

④
国
費
で
補
填
さ
れ
る
の
で
比

較
的
、
影
響
は
少
な
い
。

⑤
秋
頃
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
必
要
だ
と

思
う
が
。

　
専
属
と
は
な
ら
な
い
か
も
わ

か
ら
な
い
が
検
討
す
る
。

質
問

質
問

接種計画は

町長/

新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策

今後も国の動向を注視
しつつ、協議を重ねる

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

薮
田
教
育
長

　
令
和
４
年
度
新
し
い
可
燃
物

処
理
施
設
が
で
き
る
。
周
知
と

併
せ
町
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ

た
ご
み
収
集
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
は
。

　
リ
ン
ピ
ア
い
な
ば
の
具
体
的

な
施
設
運
営
は
関
係
者
等
で
調

整
し
て
い
る
。
家
具
や
布
団
等

の
大
型
可
燃
ご
み
の
問
題
は
本

町
だ
け
の
課
題
で
は
な
く
広
域

の
会
議
で
協
議
し
た
い
。

　
本
町
の
建
設
費
用
の
割
合
は
。

ご
み
の
排
出
量
で
運
営
費
は
変

わ
る
の
か
。
大
型
可
燃
は
直
接

搬
入
で
き
る
の
か
。

　
２
０
０
億
の
事
業
と
な
る
。

本
町
の
最
終
的
な
工
事
に
関
す

る
負
担
は
９
億
円
弱
に
な
る
。

　
１
市
４
町
で
均
等
割
、
実
績

割
で
負
担
し
て
い
く
。
持
ち
込

み
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
１
年
間
の
ご
み
の
量
を
町
報

等
に
掲
載
す
る
べ
き
で
は
。

　
情
報
は
大
事
だ
、
対
応
す
る
。

　
介
護
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
ご

み
袋
を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

　
し
て
い
な
い
が
調
査
す
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

��
田
町
長

答
弁

吉
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

大
型
可
燃
物
は
直
接
新
施
設

に
搬
入
で
き
る
の
か

環境衛生
施策



12第65号 令和3年6月

▲ 階段に取り付けられたSDGsのアイコン（鳥取県八頭庁舎）

一

　
　般

　
　質

　
　問

こ

こ

が

聞

き

た

い

①
自
動
運
転
の
導
入
。

②
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
事
務
作
業
・
業
務
の

自
動
化
）
の
導
入
。

③
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
マ
ー
ス
）
の
検
討
。

④
携
帯
電
話
不
感
地
帯
の
解
消
。

⑤
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
（
第
５
世
代

移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入
。

⑥
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
自
転

車
を
活
用
し
た
観
光
）
の
検
討
。

⑦
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
検
討
。

⑧
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
の
活
用
。

①
運
転
手
不
足
に
代
わ
る
も
の

と
し
て
、
期
待
が
で
き
る
。

　
実
用
化
に
向
け
技
術
研
究
を

進
め
て
お
り
、
今
し
ば
ら
く
時

間
が
欲
し
い
。

②
令
和
４
年
度
の
予
算
要
求
が

出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
業
務
の
効
率
化
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
観
点
で
、
積
極

的
な
活
用
を
と
考
え
て
い
る
。

③
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
維
持
の
た
め
鉄
道
・
バ
ス
な

ど
の
連
携
、
協
働
の
仕
組
み
づ

く
り
を
考
え
る
。

④
今
後
も
継
続
し
、
電
波
状
況

の
改
善
に
通
信
事
業
者
と
協
議

を
行
う
。

⑤
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用
す
る

メ
リ
ッ
ト
の
具
体
化
や
、
導
入

及
び
運
用
に
要
す
る
費
用
な
ど

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
時
間

を
頂
き
た
い
。

⑥
本
町
に
お
い
て
も
、
鳥
取
県
・

若
桜
町
・
智
頭
町
と
連
携
し
、
サ

イ
ク
ル
ル
ー
ト
整
備
を
検
討
中

で
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
に

路
面
表
示
や
看
板
設
置
を
要
求

し
て
い
る
。

⑦
地
域
で
ま
と
ま
っ
て
日
常
生

活
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
、
地
域
課
題
な
ど
を

解
決
で
き
る
組
織
づ
く
り
に
つ

な
が
れ
ば
と
考
え
る
。

⑧
鳥
取
県
で
も
、
令
和
２
年
４

月
に
「
と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣

言
」
が
行
わ
れ
た
。
今
後
県
と
連

携
し
、
庁
内
で
フ
ラ
ッ
グ
の
掲

出
な
ど
、
普
及
に
努
め
る
。

⑧
一
つ
一
つ
の
授
業
や
取
組
み

を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
る
人

材
育
成
に
努
め
る
。

　
そ
の
こ
と
が
一
番
、
持
続
可

能
な
地
方
創
生
の
基
盤
に
な
る

と
考
え
る
。

　
防
災
の
観
点
か
ら
、
携
帯
不

感
地
帯
の
解
消
は
行
政
の
責
務

だ
と
強
く
思
う
。

　
改
め
て
不
感
地
帯
の
解
消
に

向
け
た
所
感
を
伺
う
。

　
集
落
公
民
館
に
情
報
が
入
ら

な
い
こ
と
は
、
大
変
申
し
訳
な

い
。
一
時
避
難
所
の
デ
ー
タ
を

整
理
し
対
応
す
る
。

　
各
課
の
業
務
内
容
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
17

あ
る
ゴ
ー
ル
の
何

番
目
に
該
当
し
連
動
し
て
い

る
の
か
、
町
民
に
対
し
見
え

る
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
ど
う
い
う

物
か
、
手
法
と
い
う
か
、
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
今
感
じ
た
。

　
自
分
た
ち
の
学
校
生
活
が

世
界
共
通
言
語
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る

の
か
、
各
校
舎
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

17

の
ア
イ
コ
ン
を
掲
示
し
、
学

校
生
活
の
一
部
と
し
て
は
。

　
17

の
ロ
ゴ
を
色
々
な
所
で
見

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
浸
透
し
て
い
く
よ
う
に
引
き

続
き
務
め
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

その後の取扱いや進捗状況は

町長/

一
般
質
問 予算要求を考えている

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

薮
田
教
育
長

答
弁

薮
田
教
育
長

尾島　勲　議員
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一
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　問

こ
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き

た

い

▲  郡家駅周辺の活性化には何が必要か

どうつくる21世紀の八頭町

町長/
安心・安全、住みやすい
豊かなまちづくり

少
子
化
対
策

　
人
口
減
少
が
確
実
な
中
、
人

口
減
少
対
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る

少
子
化
対
策
の
成
果
と
今
後
の

対
応
を
問
う
。

　
町
で
安
心
し
て
子
供
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

子
育
て
支
援
の
充
実
が
重
要
。

　
子
育
て
世
代
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
新
た
な
社
会
の
環
境
変
化

に
対
応
し
た
支
援
策
の
充
実
を

関
係
機
関
と
連
携
し
実
効
性
の

高
い
支
援
を
す
る
。

　
本

庁

舎

は

53

年

が

経

過
。

中
央
公
民
館
は
46

年
が
経
過
。

老
朽
化
に
対
す
る
対
策
は
。

　
合
併
特
例
債
は
令
和
６
年
が

期
限
だ
。
行
政
運
営
の
合
理
化
、

一
体
化
が
望
ま
れ
る
。
今
後
の

構
想
は
。

　
抜
本
的
な
対
策
が
で
き
な
い

の
が
現
状
だ
。
緊
急
防
災
対
策

は
、
面
的
に
本
庁
舎
で
の
対
応

は
困
難
。

　
今
年
度
、
庁
舎
建
設
等
検
討

委
員
会
の
報
告
を
待
ち
、
町
民

の
皆
様
・
議
会
と
一
緒
に
な
り

検
討
す
る
。

　
高
齢
化
が
進
み
事
業
承
継
が

課
題
。
若
者
へ
の
支
援
が
必
要
。

　
技
術
の
継
承
、
耕
作
規
模
の

拡
大
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
選
定
、

販
売
戦
略
等
が
必
要
で
は
。

　
農
家
の
皆
様
の
所
得
向
上
を

目
指
す
こ
と
が
一
番
の
農
業
振

興
だ
。

　
Ｊ
Ａ
、
県
等
々
、
関
係
機
関

と
一
体
で
農
家
の
所
得
向
上
の

取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
販
売
も

専
門
家
と
一
緒
に
検
討
し
た
い
。

　
商
工
会
や
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．
と
連

携
・
協
力
し
町
内
事
業
者
の
伴

走
支
援
に
当
た
る
。

　
子
供
の
数
の
減
少
が
著
し
い
。

現
在
小
学
校
は
４
校
だ
が
統
合

の
考
え
は
。

　
八
頭
高
校
の
現
状
は
、
生
徒

が
減
り
、
ク
ラ
ス
も
減
り
地
元

以
外
の
生
徒
が
半
数
以
上
だ
。

本
町
の
財
産
で
も
あ
る
八
頭
高

校
の
存
続
の
た
め
に
連
携
・
支

援
が
必
要
で
は
。

　
今
後
６
年
間
で
児
童
数
が

１
８
６
人
減
る
。
子
供
の
数
だ

け
で
規
模
を
考
え
ず
、
学
校
が

持
つ
多
様
な
機
能
や
保
護
者
や

地
元
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
が
必
要
。
当
面
は
、
現
在
の

規
模
で
の
配
置
と
し
た
い
。

　
八
頭
高
校
と
は
、
色
々
な
事

業
を
小
・
中
学
生
が
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
。
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
学
校
と
し
て
将
来

に
わ
た
り
存
続
で
き
る
よ
う
学

校
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
を
続

け
た
い
。

　
町
の
玄
関
口
と
し
て
の
駅
前

が
、
あ
ま
り
に
寂
し
い
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
等
、

人
が
集
え
る
施
設
が
必
要
で
は
。

　
自
由
通
路
と
し
て
の
跨
線
橋

を
含
め
人
口
減
少
が
確
実
な
時

代
に
過
疎
化
が
進
ん
で
い
く
中
、

町
行
政
の
合
理
化
・
町
民
の
満

足
度
を
考
え
る
と
駅
周
辺
に
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
構
想
を

計
画
、
実
践
す
る
時
で
は
。

　
駅
周
辺
の
活
性
化
に
ど
の
よ

う
な
機
能
・
役
割
が
求
め
ら
れ
、

活

性

化

に

は

何

が

必

要

か
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
も
含
め

引
き
続
き
検
討
す
る
。

　
改
め
て
郡
家
駅
周
辺
の
現
状

を
調
査
し
、
新
た
な
構
想
が
必

要
。
跨
線
橋
の
整
備
も
含
め
一

緒
に
考
え
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

薮
田
教
育
長

下田　敏夫　議員
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▲　鳥取地方裁判所

行政として、
なぜ契約に反した対応なのか

町長/
契約に反したとは
考えていない

行
政
運
営

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
故
に
お
け

る
賠
償
に
係
る
対
応
は
。

①
起
き
た
事
故
は
不
可
抗
力
で

あ
り
質
問
趣
旨
で
は
な
い
。
問

題
解
決
に
対
し
地
方
自
治
法
の

行
政
と
し
て
、
な
ぜ
契
約
行
為

に
反
し
た
対
応
を
し
た
の
か
、

改
め
て
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

②
12

月
本
会
議
で
行
っ
た
一
般

質
問
に
対
し
て
「
地
方
自
治
法

に
は
、
契
約
行
為
は
法
律
で
規

定
さ
れ
、
法
律
に
従
っ
て
執
行

し
て
い
る
」
と
い
う
答
弁
だ
っ

た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
事

故
解
決
に
あ
た
り
、
本
町
は
地

方
自
治
法
に
反
す
る
行
政
対
応

を
し
た
の
か
。

③
本
町
（
甲
）
と
受
託
業
者
（
乙
）

の
契
約
締
結
書
面
に
は
、
事
故

被
害
者
に
対
し
て
甲
乙
の
賠
償

責
任
範
囲
を
条
項
に
規
定
し
て

い
る
。
住
民
よ
り
賠
償
に
係
る

事
故
対
応
に
対
し
、
住
民
監
査

請
求
の
却
下
後
に
、
鳥
取
地
方

裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
た
。
こ
の

事
態
に
町
長
は
何
も
行
動
と
対

応
を
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
住

民
の
当
然
な
権
利
で
あ
る
住
民

監
査
請
求
も
機
能
せ
ず
、
本
町

の
皆
様
の
納
税
管
理
者
と
し
て
、

不
作
為
行
為
は
明
ら
か
で
あ
る
。

不
作
為
行
為
と
は
、
責
務
に
対

し
何
も
し
な
い
事
だ
。
行
政
と

し
て
不
作
為
行
為
は
や
っ
て
は

な
ら
な
い
。
未
だ
に
住
民
に
対

し
、
町
長
と
さ
れ
謝
罪
と
経
緯

の
説
明
を
さ
れ
て
い
な
い
が
、

何
故
か
。
新
聞
記
事
に
書
か
れ

た
「
司
法
の
判
断
に
委
ね
て
い

る
」
と
は
、
す
で
に
受
託
会
社
よ

り
弁
済
を
受
け
た
町
長
が
説
明

し
な
い
の
か
。

④
行
政
の
役
割
と
は
、
公
平
、

平
等
が
前
提
に
あ
り
、
住
民
の

皆
様
は
納
税
の
義
務
と
同
様
に
、

住
民
全
員
が
公
益
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
。
不
利
益
を
回
避
し
、

行
政
は
そ
の
よ
う
に
、
執
行
す

る
こ
と
が
義
務
で
あ
り
仕
事
だ

と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

⑤
で
は
、
行
政
の
立
場
で
あ
る

の
に
、
受
託
契
約
書
に
反
す
る

賠
償
行
為
、
賠
償
内
容
を
議
会

に
提
案
し
た
の
か
。
私
が
知
る

限
り
の
中
で
、
ほ
か
に
も
同
じ

よ
う
な
契
約
書
に
反
す
る
事
例

が
あ
っ
た
。
指
摘
し
て
も
問
題

な
い
と
回
答
さ
れ
た
が
通
常
考

え
ら
れ
な
い
の
で
は
。

①
本
町
が
、
加
入
し
て
い
る
保

険
の
範
囲
で
損
害
額
の
支
払
い

が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
強

く
お
願
い
で
き
な
い
と
判
断
し
、

車
両
の
所
有
者
責
任
と
し
て
、

損
害
賠
償
を
行
う
和
解
議
案
を

上
程
し
た
。

②
事
業
者
は
、
保
険
の
範
囲
内

で
処
理
す
る
と
い
う
考
え
方
で
、

保
険
の
範
囲
を
超
え
る
部
分
の

負
担
に
つ
い
て
、
難
色
を
示
し

た
の
で
内
部
で
協
議
を
行
っ
た
。

③
交
渉
に
よ
っ
て
事
業
者
に
保

険
金
を
超
え
る
部
分
の
負
担
の

申
し
出
が
あ
り
、
そ
の
申
し
出

を
受
け
、
本
町
と
し
て
整
理
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
経
緯
説

明
等
、
必
要
と
は
考
え
て
い
な

い
。

④
い
わ
れ
る
通
り
で
公
平
、
公

正
、
そ
れ
が
行
政
の
モ
ッ
ト
ウ

だ
。

⑤
行
政
の
仕
事
の
中
で
、
業
者

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
の
が
現
状
だ
。
そ
う
い
っ
た

中
で
今
回
の
提
案
に
つ
い
て
、

保
険
額
を
超
え
た
部
分
と
い
う

こ
と
で
、
調
整
交
渉
を
行
っ
た

上
で
状
況
を
議
会
に
上
程
し
た
。

契
約
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ

の
保
険
の
範
囲
で
処
理
で
き
た

と
い
う
判
断
だ
。

※

そ
の
他
の
質
問

本
町
の
環
境
と
リ
ス
ク
の
考
え

方
に
つ
い
て

質
問

答
弁

��
田
町
長

小原　徹也　議員
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の
皆
様
の
納
税
管
理
者
と
し
て
、

不
作
為
行
為
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一

　
　般

　
　質

　
　問

こ

こ

が

聞

き

た

い

▲ 竹ノ下雨水対策工事現場の状況

質
問

答
弁

��
田
町
長

質
問

質
問

答
弁

山
田
上
下
水
道
課
長

答
弁

��
田
町
長

質
問

答
弁

��
田
町
長

質
問

答
弁

��
田
町
長

長区間の管路工に問題はないのか

町長/

竹
ノ
下

雨
水
対
策

補修工法が開発されているので
推進工法が利用効率がよい

小
規
模
農
家
へ
の
支
援
策
は

農林業振興策

岡嶋　正広　議員

町
長
／

機
械
導
入
や
基
盤
整
備

を
支
援
す
る

　
計
画
さ
れ
て
い
る
工
法
は
、

長
区
間
の
管
路
で
あ
る
。
サ
イ

フ
ォ
ン
の
原
理
に
よ
り
水
を
押

し
出
す
工
法
の
為
、
維
持
管
理

上
の
問
題
及
び
、
将
来
的
に
補

修
が
困
難
等
不
都
合
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
工

事
費
の
高
騰
が
考
え
ら
れ
る
。

　
工
法
に
つ
い
て
ど
う
い
う
考

え
に
基
づ
き
暗
渠
工
法
を
採
用

さ
れ
た
の
か
伺
う
。

　
開
削
工
法
で
は
長
期
間
に
わ

た
る
交
通
障
害
が
想
定
さ
れ
、

用
地
提
供
が
前
提
と
な
る
。

　
維
持
管
理
上
の
問
題
と
し
て

大
雨
で
分
水
排
水
し
た
後
、
水

が
溜
る
。
排
水
ポ
ン
プ
が
据
え

付
け
ら
れ
る
構
造
と
し
て
い
る
。

　
補
修
工
事
は
全
国
で
実
施
さ

れ
て
お
り
仮
設
や
掘
削
を
必
要

と
せ
ず
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
機
械

を
入
れ
供
用
し
な
が
ら
補
修
す

る
工
法
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　
推
進
工
法
で
の
管
路
整
備
が

利
用
効
率
が
よ
い
と
判
断
す
る
。

　
工
法
の
検
討
に
つ
い
て
、
ど
う

い
う
立
場
の
有
識
者
で
ど
れ
く

ら
い
の
日
数
を
費
や
し
た
の
か
。

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
２
年
に

か
け
て
基
本
設
計
を
実
施
し
た
。

　
既
設
の
排
水
路
も
あ
り
構
造

に
つ
い
て
は
日
本
下
水
道
事
業

団
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
町
担

当
者
も
入
っ
て
何
度
か
案
を
出

し
な
が
ら
最
善
の
計
画
で
実
施

し
た
。

　

　
新
年
度
予
算
に
お
け
る
小
規

模
農
家
へ
の
支
援
策
は
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
小
規
模
農

家
へ
の
機
械
導
入
や
、
基
盤
整

備
を
支
援
す
る
取
組
を
予
定
し

て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
法
面
管
理
省
力

化
の
為
セ
ン
チ
ピ
ー
ト
グ
ラ
ス

と
い
う
芝
生
に
よ
る
雑
草
対
策

を
図
る
支
援
事
業
の
拡
大
、
大

型
農
機
の
運
転
免
許
取
得
費
用

助
成
、
農
業
機
械
の
新
規
購
入

及
び
更
新
費
用
助
成
等
。

　
農
地
集
積
や
法
人
化
等
を
進

め
な
が
ら
大
規
模
な
担
い
手
の
育

成
だ
け
で
な
く
、
地
域
農
業
や

農
村
の
存
続
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
令
和
３

年
度
の
予
定
使
途
は
。

　
令
和
３
年
度
は
前
年
度
と
ほ

ぼ
同
額
の
２
８
２
８
万
円
余
り

が
見
込
ま
れ
、
オ
ア
シ
ス
公
園

の
修
繕
、
危
険
木
予
備
伐
採
へ

の
補
助
金
制
度
の
創
設
、
今
年

度
意
向
調
査
を
実
施
し
た
地
区

で
の
間
伐
の
実
施
を
予
定
し
て

い
る
。

　
個
人
経
営
者
や
小
規
模
団
体

へ
の
支
援
は
。

　
個
人
の
山
林
に
つ
い
て
も
効

果
的
な
事
業
が
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

※

そ
の
他
の
質
問

・
町
監
査
制
度
に
つ
い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て

あ
ん
き
ょ
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▲　これからのイベントでのコロナ対応は

　
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
伺
う
。

①
地
方
創
生
の
第
２
期
が
昨
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
交
流
人

口
や
関
係
人
口
の
増
加
を
計
画

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
過
の
中
で
ど

う
進
め
る
の
か
。

②
農
地
の
集
積
が
進
み
、
森
林

環
境
譲
与
税
の
取
り
組
み
も
始

ま
っ
た
。
農
林
業
の
活
性
化
に

ど
う
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

③
教
育
や
子
育
て
支
援
策
へ
の

予
算
配
分
は
。

①
若
桜
鉄
道
の
各
駅
に
Ｗ
ⅰ-

Ｆ
ⅰ
環
境
を
整
備
、
イ
ベ
ン
ト

列
車
を
運
行
し
て
戦
略
的
に
家

族
連
れ
の
誘
客
を
図
る
。

　
道
の
駅
に
情
報
発
信
や
交
流

の
窓
口
を
設
置
、
観
光
交
流
案

内
機
能
を
充
実
さ
せ
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
拠
点
と
し
て
、

隼
Ｌ
ａ
ｂ.

を
活
用
し
て
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
る
。

②
第
２
次
の
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を

検
討
し
て
い
る
。
農
業
は
次
世

代
へ
の
経
営
継
承
が
不
可
欠
で
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
定
年

帰
農
者
の
支
援
、
小
規
模
農
家

へ
の
支
援
等
の
予
算
計
上
を

し
た
。

　
林
業
は
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
て
、
森
林
経
営
の
意
向

調
査
や
特
用
林
産
物
の
生
産
拡

大
に
取
り
組
む
。

③
子
育
て
支
援
は
保
健
、
福
祉
、

教
育
と
多
岐
に
わ
た
り
予
算
措

置
を
し
た
。
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
相
談
、
情
報
提
供
の
場

と
し
て
子
育
て
世
代
を
支
援
す

る
。
子
育
て
は
重
要
な
未
来
へ

の
投
資
で
あ
り
、
社
会
全
体
で

取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
。

③
令
和
３
年
と
４
年
で
、
40

年

が
経
過
し
た
郡
家
西
小
学
校
の

大
規
模
改
修
を
す
る
。
10

億
を

超
え
る
事
業
で
、
旧
小
学
校
の

補
助
金
返
還
部
分
の
基
金
も
使

う
。
２
階
建
て
の
仮
設
校
舎
を

使
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
生
徒

の
安
全
と
学
習
環
境
に
配
慮
し

な
が
ら
進
め
た
い
。

　
地
方
創
生
の
目
標
に
交
流
人

口
や
関
係
人
口
の
増
加
を
求
め

て
き
た
が
、
予
算
執
行
に
お
い

て
コ
ロ
ナ
過
の
現
状
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
の
か
。

　
昨
年
は
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
中
止
し
、
残
念
だ
っ
た
。

今
年
は
ど
う
い
っ
た
形
で
提
供

で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
る
。

今
の
状
況
か
ら
、
ま
ず
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
第
一
と
考
え
て
い
る
。

　
観
光
総
務
費
の
中
に
、
Ｐ
Ｒ

用
品
の
委
託
、
観
光
交
流
戦
略

の
委
託
、
魅
力
発
信
事
業
の
委

託
等
、
行
政
は
業
者
に
委
託
す

る
事
業
費
が
多
い
。
町
民
や
町

内
事
業
者
に
委
託
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

　
基
本
的
に
委
託
事
業
に
つ
い

て
は
事
業
者
の
お
世
話
に
な
る
。

「
地
域
の
魅
力
発
信
事
業
」
の

よ
う
に
、
各
集
落
や
団
体
の
活

動
を
支
援
す
る
事
業
も
あ
る
。

※

そ
の
他
の
質
問

行
政
要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

薮
田
教
育
長

子育て支援策は

町長/

新
年
度
予
算 未来への重要な投資だ

小倉　一博　議員
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▲  以前のホッケー場建設計画予定地

（郡家運動場）

賠償額の入金は財産管理の点で
矛盾しないか

町長/
負担の申し出があり
矛盾とは考えない

ス
ク
ー
ル
バ
ス

事
故
対
応

　
平
成
31

年
３
月
定
例
会
の
町

長
提
出
議
案
の
中
に
、
同
年
１

月
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
の

不
注
意
で
発
生
し
た
交
通
事
故

に
関
す
る
『
損
害
賠
償
に
係
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
』
が
あ
り
、
内
容
は

「
全
額
を
本
町
が
負
担
す
る
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　
業
務
委
託
契
約
は
「
業
務
上

の
損
害
は
町
と
委
託
会
社
が
連

帯
し
て
責
任
を
負
う
」「
事
故
賠

償
の
本
町
負
担
は
自
賠
責
と
任

意
保
険
で
支
払
う
の
が
限
度
」

等
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本
町

は
賠
償
金
か
ら
保
険
金
額
を
除

い
た
差
額
約
84

万
円
の
求
償
権

を
委
託
会
社
に
行
使
す
る
こ
と

を
怠
っ
て
い
た
の
に
、
本
町
は

昨
年
11

月
に
委
託
会
社
か
ら
の

申
し
出
を
受
け
、
同
社
に
右
記

金
額
の
求
償
行
為
を
行
い
、
同

社
は
12

月
に
請
求
さ
れ
た
額
を

本
町
口
座
に
入
金
し
た
。

①
町
長
は
、
先
の
定
例
会
の
議

決
で
は
求
償
権
の
行
使
に
は
触

れ
て
い
な
か
っ
た
。
会
社
か
ら

の
入
金
に
至
っ
た
経
緯
と
説
明

を
求
め
る
。

②
入
金
を
認
め
た
こ
と
は
、
町

民
の
利
益
及
び
財
産
管
理
の
点

で
矛
盾
し
て
い
る
と
の
認
識
は
。

③
こ
の
件
で
の
責
任
問
題
は
。

①
保
険
金
を
超
え
る
損
害
額
の

負
担
に
関
し
、
事
業
者
は
保
険

金
の
範
囲
内
で
処
理
す
る
考
え

で
負
担
に
難
色
を
示
し
た
。
事

業
者
の
運
転
士
確
保
の
困
難
な

状
況
も
踏
ま
え
て
強
く
は
言
え

な
い
と
判
断
し
議
案
を
上
程
し

た
。
後
に
事
業
者
は
町
に
当
然

の
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
と
の

認
識
に
立
ち
、
保
険
金
を
超
え

る
部
分
の
全
額
支
払
い
の
申
し

出
が
あ
り
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

②
地
域
公
共
交
通
の
維
持
は
事

業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
、
町

民
の
利
益
に
繋
が
る
と
考
え
処

理
を
し
た
。
後
で
負
担
の
申
し

出
が
あ
っ
た
も
の
で
矛
盾
と
は

考
え
な
い
。

③
自
分
の
責
任
は
自
分
で
判
断

す
る
。

　
平
成
30

年
９
月
定
例
会
で
町

長
が
提
出
し
た
議
案
は
、
予
算

決
算
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で

審
議
さ
れ
た
が
採
決
に
至
ら
な

か
っ
た
。

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
４
月

の
町
議
会
議
員
選
挙
と
相
ま
っ

て
町
民
の
関
心
も
高
ま
り
つ
つ

あ
る
。
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

や
子
ど
も
の
育
成
な
ど
の
観
点

か
ら
整
備
に
関
す
る
議
案
を
任

期
満
了
ま
で
に
議
会
に
上
程
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　
現
在
、
国
体
も
２
巡
目
を
迎

え
て
お
り
、
令
和
15

年
に
は
再

び
鳥
取
県
で
開
催
予
定
だ
。
国

体
で
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
を
開
催
す

る
た
め
に
は
人
工
芝
の
コ
ー
ト

が
最
低
２
面
必
要
で
、
八
頭
高

校
の
ホ
ッ
ケ
ー
場
だ
け
で
は
開

催
は
困
難
な
の
で
新
し
い
人
工

芝
の
競
技
場
の
整
備
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
　
　

　
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ

り
、
今
後
国
体
開
催
の
た
め
の

会
場
整
備
に
か
か
る
財
政
支
援

や
環
境
面
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

※

そ
の
他
の
質
問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
国
民
健
康

保
険
税
の
「
子
ど
も
均
等
割
り

軽
減
」
対
象
者
の
拡
充
に
つ
い
て

質
問

答
弁

��
田
町
長

任
期
満
了
ま
で
に
議
案
を

上
程
す
る
考
え
は
あ
る
か

　
　
　

ホッケー場
整備計画

答
弁

��
田
町
長

質
問

川西　聡　議員

町
長
／

整
備
は
必
要
だ
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▲　人口減少が進む集落

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
の
見
直
し
に
よ
り
、
過
疎

地
域
に
今
回
追
加
さ
れ
る
本
県

の
市
町
村
は
、
旧
船
岡
町
を
含

め
た
５
町
村
が
追
加
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
出
生
率
が
下
が

り
高
齢
者
が
増
え
て
き
た
今
こ

そ
、
本
町
が
ど
う
い
う
社
会
を

目
指
し
て
い
く
の
か
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
本
町
で
は
、
第
２
期
の
総
合

戦
略
を
策
定
し
、
人
口
減
少
問

題
に
対
応
す
る
た
め
分
野
ご
と

に
施
策
を
定
め
て
い
る
。

　
町
民
が
い
つ
ま
で
も
住
み
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

町
、
町
外
か
ら
は
、
住
ん
で
み

た
い
と
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
町

に
な
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
八
東
地
域
で
は
行
政
区
の
集

落
が
一
つ
な
く
な
っ
た
。
ま
た

人
口
の
減
少
率
が
高
く
、
何
か

所
か
の
集
落
は
維
持
す
る
こ
と

が
困
難
な
集
落
も
あ
る
。
そ
こ

に
住
み
続
け
る
新
た
な
仕
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
、
併
せ
て

支
援
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
施

策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
清
徳
・
茂
谷
・
奥
野
は
平
家

の
子
孫
、
佐
崎
の
集
落
は
源
氏

の
子
孫
と
言
わ
れ
、
八
東
谷
に

は
歴
史
が
漂
っ
て
い
る
。

　
本
町
に
は
素
晴
ら
し
い
商
品

と
な
る
よ
う
な
宝
が
地
域
に

眠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

世
界
に
一
つ
し
か
な
い
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
資
源
だ
と
思
う
。

　
働
く
場
の
確
保
と
人
口
減
少

対
策
で
本
町
の
観
光
振
興
に
使

う
こ
と
が
出
来
な
い
か
。

　
世
界
の
富
裕
層
は
、
１
％
と

言
わ
れ
て
い
る
。
１
％
の
人
が

観
光
費
に
使
っ
た
割
合
は
、
業

界
で
は
30

％
と
言
わ
れ
て
い
る

が
。

　
清
徳
寺
は
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

地
域
資
源
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　
町
内
の
歴
史
・
文
化
・
自
然

と
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
来
客
さ

れ
る
方
の
視
点
が
非
常
に
大
事

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

　
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が

必
然
的
に
大
事
だ
と
思
っ
て
い

る
。
地
域
の
資
源
が
地
域
の
活

性
化
の
起
爆
剤
と
な
り
観
光
に

も
し
っ
か
り
と
つ
な
が
る
と
思

う
。

　
内
閣
府
が
ま
と
め
た
報
告
書

で
は
、
全
国
の
80

％
に
当
た
る

38

都
道
府
県
で
地
域
内
の
供
給

力
で
は
需
要
を
補
い
き
れ
な
く

な
り
、
生
産
力
不
足
に
到
る
と

予
想
さ
れ
る
。

　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
病

院
、
金
融
機
関
に
し
て
も
客
数

が
見
込
め
る
地
域
し
か
店
舗
は

維
持
で
き
な
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
人
口
減
少
に
よ
っ
て
ど
ん
な

未
来
が
到
来
す
る
の
か
、
そ
れ

に
備
え
て
ど
ん
な
対
策
を
講
じ

る
べ
き
な
の
か
。

　
本
町
の
50

年
、
１
０
０
年
先

を
見
越
し
た
人
口
減
少
対
策
会

議
で
、
全
行
政
分
野
の
課
題
を

洗
い
直
し
、
具
体
的
な
施
策
と

し
て
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が

肝
要
だ
と
思
う
が
。

　
人
口
減
少
対
策
推
進
本
部
が

提
案
を
い
た
だ
い
た
人
口
減
少

対
策
会
議
に
匹
敵
す
る
と
思
っ

て
い
る
。

※

そ
の
他
の
質
問

農
業
の
担
い
手
対
策
は

小林　久幸　議員

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

町のグランドデザインは百
年
先
を

見
越
し
た

施
策
を

町長/
魅力を感じられる町に
なること
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▲ 「みんなで楽しいこいのぼり作り」大御門まちづくり委員会（にこにこ）

日本は類を見ない高齢化の
進行だが

町長/
自助・共助・公助の連携が
必要だ

人
生
百
年
時
代

を
迎
え
る

中村　美鈴　議員

①
本
町
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿

命
の
現
状
は
。

②
第
２
期
「
八
頭
町
総
合
戦
略
」

の
健
康
づ
く
り
推
進
の
取
り
組

み
で
、
満
足
度
や
重
要
度
が
下

が
っ
て
い
る
現
状
は
。

③
本
町
の
各
種
健
康
診
査
受
診

率
と
医
療
費
の
推
移
は
。

④
フ
レ
イ
ル
予
防
の
対
策
と
し

て
、
食
事
や
運
動
指
導
等
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
結

果
と
今
後
の
取
組
み
は
。

⑤
国
は
「
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
」
を
改
正
し
、
70

歳
雇
用
を

目
指
し
て
お
り
、
シ
ニ
ア
世
代

の
意
識
に
つ
い
て
ど
の
様
に
捉

え
て
い
る
か
。

⑥
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

本
町
の
現
状
は
。

⑦
人
生
百
年
時
代
を
迎
え
、
健

康
で
あ
り
続
け
る
為
に
は
、
ど

の
様
な
課
題
や
取
り
組
み
が
必

要
と
な
る
か
、
今
後
の
展
望
と

取
組
み
は
。

①
平
成
27

年
度
の
平
均
寿
命
は
、

男
性
80

歳
、
女
性
87

歳
だ
。
平

均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
、

28

年
の
鳥
取
県
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
男
性
８
・
31

歳
、
女
性
12
・

86

歳
だ
。

②
町
民
の
皆
様
方
の
健
康
意
識

の
高
ま
り
に
合
わ
せ
て
、
健
康

に
対
す
る
価
値
観
や
ニ
ー
ズ
の

多
様
性
、
利
用
体
制
へ
の
期
待

が
あ
る
。

③
目
標
値
と
し
て
が
ん
検
診

50

％
、
特
定
健
康
診
査
60

％
の

達
成
に
向
け
、
受
診
勧
奨
の
強

化
。
医
療
費
で
は
保
険
給
付
費

は
、
29

年
度
約
10

億
５
６
０
０

万
円
余
り
、
１
人
当
た
り
の
年

間
給
付
費
は
、
29

年
度
は
28

万

１
０
０
０
円
余
り
、
30

年
度
は

29

万
２
０
０
０
円
余
り
、
令
和

元
年
度
は
、
28

万
７
２
０
０
円

余
り
で
、
元
年
度
は
前
年
よ
り

４
７
０
０
万
円
余
り
下
が
っ
て

い
る
。
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
で
受

診
控
え
の
影
響
も
あ
り
、
１
人

当
た
り
の
給
付
費
は
減
少
傾
向

に
な
る
見
込
み
。

④
元
年
12

月
に
行
っ
た
八
頭
町

高
齢
者
実
態
調
査
で
、
高
齢
者

の
方
の
食
生
活
の
指
標
と
し
て

調
査
し
た
体
格
指
標
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
、

や
せ
て
い
る
方
、
18
・
５
未
満

と
回
答
し
た
一
般
高
齢
者
は

６
・
８
％
、
要
支
援
認
定
者
は

11

％
で
あ
っ
た
。

　
３
年
度
か
ら
、
新
規
事
業
で

後
期
高
齢
者
を
対
象
に
フ
レ
イ

ル
等
の
啓
発
を
目
的
と
し
た
健

康
教
室
や
健
康
相
談
を
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
等
で
実
施
し
、
健

康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
取
り

組
み
の
充
実
を
図
り
た
い
。

⑤
70

歳
ま
で
の
就
業
機
会
確
保

が
企
業
の
努
力
義
務
と
な
る
70

歳
雇
用
延
長
制
度
の
内
容
を

知
っ
て
頂
き
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
環
境

の
整
備
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

⑥
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
は
１
５
９
人
。
元
年
の
総
受

託
件
数
は
１
０
１
５
件
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
団
体
登
録
６
団
体

２
３
８
人
、
個
人
登
録
者
１
４

５
人
。
団
体
内
訳
は
日
赤
奉
仕

団
の
郡
家
・
船
岡
・
八
東
支
部
、

大
江
の
生
活
を
見
つ
め
る
会
、

花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
や

ず
手
話
の
会
。

⑦
健
康
の
保
持
、
増
進
は
、
自

助
・
共
助
・
公
助
が
上
手
く
連

携
す
る
事
で
推
進
が
図
れ
る
。

　
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
の

中
に
、
社
会
環
境
の
整
備
と
あ

る
が
本
町
も
ま
ち
の
保
健
室
の

実
施
は
。

　
医
療
費
を
抑
え
る
、
健
康
を

作
る
事
は
大
事
で
調
査
し
た
い
。

質
問

質
問

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長
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▲  新型コロナワクチンコールセンター
（郡家保健センター）

予
約
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

コロナ
ワクチン接種

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
地
方
経

済
は
大
き
く
減
速
し
て
い
る
。

企
業
収
益
が
悪
化
す
る
と
、
地

方
税
の
税
収
減
に
つ
な
が
り
、

自
治
体
の
財
政
難
と
な
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
予
算
に
つ
い
て
伺
う
。

①
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
年
度
内
に

収
束
す
る
見
込
み
の
予
算
な
の

か
、
し
な
い
予
算
な
の
か
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
限
ら
れ
た
財
源

を
ど
の
事
業
に
優
先
的
に
充
当

し
た
の
か
。

③
コ
ロ
ナ
対
策
の
総
事
業
費
は

い
く
ら
か
。

④
コ
ロ
ナ
対
策
で
他
の
自
治
体

は
事
業
の
廃
止
や
見
直
し
財
源

確
保
、
不
要
不
急
の
事
業
の
先

送
り
し
コ
ロ
ナ
対
策
に
充
て
て

い
る
。
本
町
は
ど
う
か
。

⑤
財
源
確
保
と
し
て
基
金
の
取

り
崩
し
は
。

⑥
財
源
確
保
と
し
て
新
規
の
町

債
の
借
り
入
れ
は
。

①
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
３
年
度
中

に
収
束
は
不
透
明
。
予
算
も
同

様
。

②
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
、

感
染
症
予
防
対
策
費
。

③
総
額
約
８
０
０
０
万
円
、
追

加
交
付
の
１
億
７
０
０
０
万
円

を
活
用
し
必
要
な
対
策
を
実
施

し
た
い
。

④
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
及
ぼ
す
影

響
は
比
較
的
少
な
い
。

⑤
基
金
の
取
り
崩
し
は
し
な
い
。

⑥
新
規
の
町
債
は
行
わ
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
予
算
が
前
年
度

よ
り
８
億
円
増
加
し
、
過
去
最

大
１
１
５
億
円
と
な
っ
た
要
因

は
。

　
一
番
は
郡
家
西
小
学
校
の

改
修
、
次
に
旧
安
部
小
学
校

の
文
化
ゾ
ー
ン
の
施
設
改
修
、

東
部
広
域
の
可
燃
物
処
理
場

建
設
負
担
金
５
億
円
、
船
岡

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

改
修
等
で
金
額
が
増
え
て
い

る
。

①
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と

そ
の
内
容
は
。

②
妊
婦
の
方
や
16

歳
以
下
の
子

ど
も
た
ち
の
接
種
は
。

③
接
種
を
希
望
し
な
い
人
へ
の

対
応
は
。

④
接
種
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
は
。

⑤
接
種
後
の
副
反
応
の
対
応
は
。

①
３
月
下
旬
に
保
健
セ
ン
タ
ー

内
に
設
置
す
る
予
定
だ
。

②
妊
婦
の
方
に
つ
い
て
は
よ
く

検
討
し
64

歳
以
下
と
同
様
の
時

期
、
16

歳
以
下
の
方
は
接
種
の

対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。

③
接
種
を
受
け
る
努
力
義
務
が

適
用
さ
れ
る
。

④
本
町
が
発
行
す
る
接
種
券
に

よ
り
予
約
し
、
接
種
を
受
け
る
。

⑤
予
防
接
種
法
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
法
に
よ
る
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

　
町
民
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
希
望
と
不
安
を
持
っ
て
い

る
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設

日
、
営
業
時
間
を
明
確
に
。

　
開
設
は
３
月
22

日
、
営
業
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
だ
。

※

そ
の
他
の
質
問

脱
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

栄田　秀之　議員

質
問

質
問

質
問

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

コロナ禍で予算過去最大

町長/必要な対策を実施したい

予
算

１
１
５
億
円

質
問
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▲　有害鳥獣対策

管理委託契約のチェックは

町長/
必要に応じて改善を指示
している

町
有
財
産
の

あ
り
方

森　亜紀子　議員

質
問

　
町
内
施
設
の
有
効
活
用
が
望

ま
れ
る
。

①
貸
与
し
て
い
る
施
設
の
賃
料

の
見
直
し
は
。

②
譲
渡
や
売
買
の
基
準
は
。

③
指
定
管
理
の
見
直
し
は
。

④
管
理
委
託
契
約
チ
ェ
ッ
ク
は
。

①
貸
付
け
年
度
当
初
時
点
で
の
、

建
物
評
価
額
及
び
土
地
の
前
年

分
相
続
税
課
税
評
価
額
を
基
準

に
し
て
賃
料
を
算
定
し
て
い
る
。

②
土
地
は
一
般
的
に
売
買
価
格

相
場
の
７
割
程
度
が
評
価
額
。

そ
れ
を
７
／
10

で
割
戻
し
て
単

価
と
し
売
買
価
格
を
算
定
、
建

物
は
各
施
設
の
耐
用
年
数
を
基

に
老
朽
化
を
勘
案
し
て
個
別
に

算
定
し
て
い
る
。

③
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
変
化
し
つ

つ
あ
る
。
施
設
の
設
置
目
的
に

沿
っ
た
運
用
を
図
り
た
い
。

④
必
要
に
応
じ
て
調
査
、
勧
告
、

改
善
を
指
示
し
て
い
る
。

①
除
雪
体
制
の
対
応
と
被
害
は
。

②
猿
出
没
の
対
策
は
。

③
若
桜
鉄
道
の
橋
梁
の
状
況
と

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
。

①
本
町
で
は
２
８
４
路
線
１
２

２
．
４
㎞
の
除
雪
を
町
内
15

業

者
に
委
託
。
除
雪
機
29

台
で
町

所
有
は
21

台
、
町
借
上
げ
分
８

台
で
対
応
。
年
末
年
始
の
大
雪

時
、
早
い
業
者
は
午
前
２
時
か

ら
除
雪
を
開
始
し
、
午
前
４
時

ご
ろ
ま
で
に
大
部
分
の
除
雪
機

が
稼
動
。
こ
の
時
は
除
雪
作
業

が
進
ま
ず
、
住
民
の
皆
さ
ま
に

迷
惑
を
か
け
た
。
今
後
は
除
雪

機
械
の
増
強
や
優
先
路
線
の
設

定
な
ど
の
検
討
を
し
た
い
。
被

害
の
確
認
は
防
災
無
線
を
通
じ

被
害
発
生
の
情
報
収
集
を
し
て

い
る
。

②
猿
の
出
没
は
捕
獲
と
追
い
払

い
の
両
面
の
対
策
を
進
め
て
い

る
。
捕
獲
は
囲
い
わ
な
を
２
基

設
置
。
今
年
度
は
小
型
の
わ
な

を
２
基
整
備
し
て
要
望
の
あ
る

集
落
へ
貸
与
を
実
施
。
追
い
払

い
は
、
集
落
ぐ
る
み
で
の
活
動

支
援
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
モ

デ
ル
ガ
ン
の
購
入
費
の
助
成
も

実
施
。
今
後
も
他
市
町
村
の
情

報
を
収
集
し
な
が
ら
猿
出
没
の

対
策
の
推
進
を
図
り
た
い
。

③
若
桜
鉄
道
に
は
現
在
26

か
所

の
橋
梁
が
あ
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
が
14

か
所
、
鉄
造

り
が
12

か
所
。
い
ず
れ
も
約
90

年
経
過
し
て
い
る
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
２
年
に
１
回
の
実
施
が

義
務
付
け
ら
れ
、
令
和
３
年
度

は
検
査
実
施
の
年
。
こ
れ
以
外

に
３
か
月
に
１
回
全
線
を
巡
回

巡
視
し
て
い
る
。
今
後
も
計
画

的
な
維
持
修
繕
に
努
め
た
い
。

　
人
口
減
少
、
高
齢
化
で
鳥
獣

柵
の
補
修
や
新
設
を
住
民
が
す

る
今
の
ス
タ
イ
ル
で
よ
い
か
。

　
例
え
ば
近
隣
の
大
学
生
に
依

頼
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

　
行
政
の
集
落
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

　
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
行

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

答
弁

��
田
町
長

質
問

答
弁

��
田
町
長

行
政
の
集
落
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は

安心安全な
まちづくり

町
長
／

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

行
政
運
営
を
行
っ
て
い
き

た
い

②
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
、

感
染
症
予
防
対
策
費
。

よ
り
予
約
し
、
接
種
を
受
け
る
。
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　こ
の
度
、
議
会
広
報
委
員
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　八
頭
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
民

と
議
会
と
の
間
に
隔
た
り
が
大
き

い
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
て
き

ま
し
た
。
議
会
広
報
委
員
会
で
は
、

町
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
に

な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
し
、
隔
た

り
を
解
消
す
る
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
回
の
議
会
だ
よ
り
も
「
町
民

に
議
会
の
活
動
を
い
か
に
分
か
り

易
く
伝
え
る
か
」
を
主
眼
に
置
い
て
、

討
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

未
だ
改
善
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

委
員
長
と
し
て
よ
り
良
い
議
会
広

報
活
動
の
実
現
に
努
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
記
：
矢
部  

啓
祐
）

再生紙と環境にやさしい

大豆油インキを使用し印刷しています

編 集 委 員 編

集

後

記

委
員
長

　
　矢
部

　啓
祐

副
委
員
長

　川
西

　
　聡

委

　員

　
　山
根
張
太
郎

委

　員

　
　灘
口

　茂
郎

委

　員

　
　川
西
美
恵
子

委

　員

　
　緒
方

　陽
紀

委

　員

　
　奥
田
の
ぶ
よ

①議長・副議長の選挙

　全議員14人の無記名投票により選出した。

　議長投票結果

　　前田幸己　議員　　９票

　　岡嶋正広　議員　　４票

　　尾島　勲　議員　　１票

　副議長投票結果

　　奥田のぶよ　議員　９票

　　森　亜紀子　議員　３票

　　川西　　聡　議員　２票

②常任委員・議会運営委員の選任

③一部事務組合議会議員の選挙

④債権の放棄についての報告（２件）

　（簡易水道料金、公共下水道使用料）

⑤専決処分の承認（２件）

　（八頭町税条例等の一部改正、八頭町固定資

　産評価審査委員会条例の一部改正）

⑥監査委員の選任

　丸山　長智 氏

⑦教育委員会委員の任命

　谷口　隆司 氏

⑧令和３年度八頭町一般会計補正予算（第１号）

　新型コロナウイルス感染症対策等に要する

　所要の補正

　４月28日に第３回臨時会が開催され、議長、副

議長、各委員会の選任を行うとともに、他の議案

については原案どおり可決・承認された。

まる やま　　 みち のり

たに ぐち　　 たか  し

６月定例会日程 【会期11日間】（予定）

※日程は変更になる場合があります

月　日 曜 開議時刻 日　　　　程  

６月８日 火

６月９日 水

9：00 ○全員協議会

9：30

○本会議

１　議案に対する質疑等

２　議案の委員会付託

６月10日 木 9：30
○本会議

１　町政に対する一般質問

６月11日 金 9：30
○本会議

１　町政に対する一般質問

６月18日 金 9：30

○本会議

１　委員長付託議案審査報告

２　議案の可否決定

３　常任委員長付託請願・陳情

　　審査報告

４　請願・陳情の採否決定

５　閉　　会  

9：30 ○本会議

１　開　　会

２　会議録署名議員の指名

３　会期の決定

４　諸般の報告、請願・陳情の

　　委員会付託　

５　町長あいさつ

６　議案上程　

７　同上に対する町長の

　　提案理由の説明

散会後

○全員協議会（議案説明）

○議会運営委員会

○広報常任委員会

ぜひ、傍聴にお越しください。

ケーブルテレビでも中継しています。

令和３年 第３回臨時会の内容


